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本県におサる内水面漁業開発の一環として，ソ連産オームリを導入し，増養殖の可能性を検討する。
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ニジマス成魚用粉末を餌料とし

銀

4. 調査項目

(1) 発限卵のふ化

(2) 親魚費*

5. 調査方法

(1) 第 1図のよう左ふ化器を試作し使用した。

(2) 養成池は7.6mX 2.2 m水深 0.75 m注水量2.3.6/sとし，

た。
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オームリ用ふ化器第1図
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E 調査結果

(1) 4 5年 3月 30日発眼卵 10万粒を収容し九

ふ化率は約 80%であったが. ドブネズミの食害を受けたので. 9月 29日まで生残った 115

尾を十ニ湖K移売宣した。

(2) 親魚養成中のものは満2年総昼し.全長18.5 cm になった。

H 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 4 5年鹿ふ化した稚魚は，餌料生物の発生が悪しをたドブネズミの食害等もあって. 11 5 

尾の生残りしかなかった。

(2) 4 4年度ふ化した稚魚出|員調に成育中である。

2. 今後の課題

(1) 問題点

病害附すし非常に弱い

(2) 今後の課題

オームリに適した餌料の開発と，魚病対策について検討する必要がある。
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第 1表オームリ魚体測定表

測定年月日 全 長 体 長

。百 cm 
45 • 4 • 2 9.0 7.9 

11 5 . 1 1 O. 1 8. 7 

11 6 • 8 1 2. 1 1 O. 7 

" 7 • 1 1 2.9 11.8 

11 8 • 1 1 3.8 1 2. 1 

11 9 • 1 14.9 1 2.8 

11 1 1 • 2 1 5.8 1 3.7 

46. 2 • 1 1 7.8 1 5.3 
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体 重 測定尾数

F 尾
5.5 2 0 

7.4 50 

1 4.0 2 0 

16.5 2 0 

2 O. 6 3 2 

2 5. 7 3 5 

3 1. 5 2 0 

4 3. 5 2 0 



卵稚魚の生産配付及び養魚指導

卵，稚魚の生産配付

魚 種 一 ジ 『司F ス マ コ. イ イ ロ コ. イ キ ン ギ ヨ

採卵数 うo0万粒 500万粒 20 0万粒 5 0万粒

発目艮率.ふ化率 8う% 40% 40% 30% 

県 内配付 Ws 2 1 0.5万粒 128万粒 8 3万粒 う万粒

稚魚 26.5万尾 3 8.5万尾 1.2万尾

県 外配付 Ws 1 6ラ万粒

E 養魚指導

I~ 養魚全般 魚 病 ニジマス コ イ 計 備

5月 5 う 五戸，因子，十和田町

8 2 3 東通村，十和田市

9 上北田了

1 0 2 2 十和田町

1 1 7 7 東通村，新郷村

1 2 倉石村，七戸町

3 4 2 6 東通村，大間町，三厩村，青森市

E 参観者の状況

4月:3，50 0人 5月:1 0，0 0 0人 6月:5，0 0 0人 7月:1，5 0 0人

8月:"4，，(jl 0 0人 9月:1，00 0人 10月:1，00 0人 11月:2 00人

1 2月:1 0 0人 1月:1 0人 2月:1 0人 3月:1 0人

合計 2 6.3 3 0人

. ¥11 今後の課題

考

冬期間湧水量が減少し，水量不足による魚病の発生，発死事故のなそれがあるので，水量確保の必要

. カ2ある。
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